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１．研究計画の概要 
 特定領域研究「細胞周期フロンティア──

増殖と分化相関」（略称・細胞増殖制御）では、

細胞の増殖と分化のバランスの分子基盤につ

いて、細胞周期制御を鍵とした統合的な理解

を得ることを目指しており、それによって細

胞周期研究のフロンティアを創成しようとし

ている。こうした領域の目的を達成するため

に、本総括班は、有機的な研究連携の場を構

築して組織的かつ機動的に研究を推進・支援

するとともに、領域の活動を領域の内外に積

極的に広報し、さらには評価・助言担当者か

ら意見を得て領域の運営に反映させていくこ

とを目指している。 

 
２．研究の進捗状況 
⑴ 平成１９年度には、領域の発足にあたり、

計画班メンバーのみ（代表者 10 名と分担者６

名）で第１回領域班会議（10 月 29-30 日、東

工大）を開催した。それとともに、公開の国

際ワークショップ“Oocyte Maturation and 

the Cell Cycle”（３月５-７日、京都ガーデ

ンパレス）を開催して領域のスタートを周知

した。 

 

⑵ 平成２０年度には、公募班員 42 名を迎え

て領域としての体制が本格的に整った。第２

回領域班会議（９月 8-10 日、御殿場高原ホテ

ル）と、公開の国際シンポジウム“Cell 

Architecture and Cell Cycle”（２月 26-28

日、ルブラ王山）を開催し、領域の活動を発

信した。 

 

⑶ 平成２１年度には、第３回領域班会議（９

月１-３日、ホテルアンビエント安曇野）と、

公開の国際ミニワークショップ“Chromosome 

Segregation Machinery”（６月５日、癌研究

所）と国際シンポジウム“Cell Cycle and 

Development”（３月 15-17 日、京都ガーデン

パレス）を開催し、領域の活動を発信した。 

 

⑷ 上記の諸活動により、班員間の連携が大

きく深まり、平成２１年夏の時点で、班員間

の共同研究は 60 件を越えており、領域として

の存在意義を発揮している。 

 

⑸ 平成２１年度は中間評価の年であった。

そのために「中間評価説明資料」を作成して

８月６日付けで文科省に提出し、10 月２日に

は文科省で中間評価ヒアリングを受けた。 

 

⑹ 総括班会議は、随時のメイル審議に加え

て毎年の領域班会議中（学術調査官と評価委

員も出席）にも開催し、領域の運営について

検討している。さらに本特定領域のホームペ

ージを随時、更新し、領域内外の研究者に向

けて情報発信を維持している。 
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①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

 平成２１年 10 月２日に文科省で中間評価

ヒアリングを受け、その評価結果は「Ａ：現

行のまま推進すればよい」（最高評点）であ

った。 

 実際、本領域の設定により、新たな研究連

携が多数開始するとともに、それによって新

規の知見が多数（細胞周期制御因子群による

細胞周期以外の制御；逆に、細胞周期制御に

は無関係とみなされていた因子群の、細胞周

期制御への関与など）生み出され始めている。

これらは、細胞増殖と分化の接点に新たな研

究領域が拓かれていくことを確実に予感させ

るものである。 

 
４．今後の研究の推進方策 

 細胞増殖と分化の接点を細胞周期制御の視

点から解明するために、以下の三点を核とし

て、本領域の後半期の更なる活性化を図りた

い。 

⑴ 平成 22 年度から、計画班の分担研究者を

１名増員した。 

⑵ 平成 22 年度には公募班員を刷新して、45

名を迎えた。 

⑶ 中間評価のコメントに従い、領域代表が

指導力を発揮していく。 

 なお、領域班会議、公開シンポジウム、班

員間の連携等は従来のスタイルを踏襲し、領

域として積極的に情報を発信しつつも、各班

員はできうる限り各自の研究に専念できる体

制を維持したい。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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